
 
 

ふくい海洋ごみアクション選手権 アクションプランシート 

 

アクションプランシート（A4 サイズ）６枚まで。 別途 添付資料がある場合はＡ４サイズ２枚まで 

 

２．プランを思いついたきっかけ・目的 ※必須 

アクションプランを思いついたきっかけ・目的 

地域の産業に興味があり調査したところ、福井県はプラスチック製品の製造が盛んな地

域であることを知った。プラスチックのリユース、リサイクルに取り組んでいる企業もあ

る。 

海洋ごみの約7割を占めるのがプラスチック製品であるという調査結果もあることから、 

プラスチックごみを再利用した商品がもっともっとあるといいな、リサイクルや、めがね

産業が盛んな福井で作れるのではないかと思ったことが、このプランを作るきっかけと

なった。 

１．海洋ごみ削減アクションプランのタイトル・概要 ※必須 

アクションプランのタイトル 

（フリガナ）かいよう 

海洋プラスチックごみをリサイクルした「サングラス」制作 

アクションプランの概要 

・一人でも多くの方に海洋ごみ問題へ意識を向けてもらうため、ビーチクリーンで回収し

たペットボトルごみをリサイクルしたサングラスを商品化し、販売する 

 

・日本海をイメージしたデザイン、海に優しいおしゃれなサングラスを制作。 

 

・海洋ごみ拾いイベントを企画し、みんなで楽しみながら回収したペットボトルを原材料

とする。 

 

 

 

 

氏名 もしくは 

グループ名 

（フリガナ）フクドン ハナコ 学校名 

福丼 花子 福丼高等学校 



 
 

 

３．具体的なアクション・商品・サービス・アイデア ※必須 

プラン内容 

・「2025 年の海は、魚よりごみの量が上回るかもしれない。そんな海の現状を知っても

らい、一人でも多くの方に海洋ごみ問題へ意識を向けてほしい」との想いを込め、ビーチ

クリーンで回収したペットボトルごみをリサイクルしたサングラスを制作する。 

 

・サングラスのつるの部分は、日本海の海の豊かさをイメージした、普段使いのできるお

しゃれなデザインでＰＲ、若者も巻き込む。 

 

・材料はビーチクリーンで回収したペットボトルごみ。福丼県プロジェクト、海と日本プ

ロジェクトに協力してもらい、海洋ごみ拾いイベントを開催。ビンゴとごみ拾いを掛け合

わせたゲーム性のある仕掛けで広く福井県民の参加を呼びかけ、当日も楽しくごみ拾い

に参加してもらう。 

 

・制作は福井県でプラスチックのリサイクル商品を開発している会社とコラボレーショ

ンする。 

 

・販売価格は１つ 5000 円を想定。 

 

・販売場所は多くの方が商品を目にするショッピングセンター（ラブリーパートナーエル

パ、ベル、パリオ、イオンモールなど）や百貨店（西武福井店）のイベント会場を想定。 

 

・ＳＮＳなどを活用し、完成を広く伝え PR する。 

 

 

 

 

 

４．想定しているターゲット（対象・顧客） ※必須 

年齢層、住んでいる場所、タイプ（志向）など 

サングラス好きな方。海を日々のファッションに取り入れたいと思っている層がターゲ

ット。 

 

 



 
 

 

５．期待される効果 ※必須 

プラン実現で期待される効果・削減される海洋ごみ 

・海洋ごみ拾いイベントで海洋ごみ問題、特に「私たちが暮らす街で発生したごみが海洋

ごみの約８割を占めていること」を訴えかけることで、海洋ごみ問題に意識を向ける人が

増えると考える。 

 

・海をファッションを取り入れることで、海を身近に、大切に感じてもらえるようになる。 

 

 
 

６．必要な経営資源等 ※必須 

実現するために必要なヒト、モノ、技術、ノウハウ、予算 

・企業や他の人の力を要する方法でもかまいません 

○材料・人材 

材料集めのために、学校で志願者を集めて海岸清掃を実施する。プラスチックごみを分

別し、材料とする。広報や運営は、福丼県プロジェクト、海と日本プロジェクトと共同

して実施し、より多くの方に参加してもらえるようにする。 

 

○デザイン 

高校生でデザインイメージ案を作成する。デザインをする技術や設備がないため、マッ

チング企業やプロのデザイナーの協力を得て最終的に仕上げる。 

 

○制作 

鯖江市内の内田プラスチックは、プラスチックの SDGs を掲げ、リサイクルによるめが

ね事業や雑貨事業を手掛けている。販売はセレクトショップにお願いする。 

 

実現に向けて考えられる課題やハードル、リスク 

・足りない面や、ハードル、リスクはないか幅広く考えてみましょう 

・収支計画も考えかったが、制作やデザインに関する費用知識がないため、マッチング

企業の方と相談しながら進めていきたい。 

 

 

 

 



 
 

７．参考、調査、ヒアリング結果（任意） 

プラン策定にあたり参考にした書籍・ホームページ・聞いてみたことがあれば記入くだ

さい 

海と日本 PROJECT in ふくい - 海と日本プロジェクト ホームページ 

内田プラスチック ホームページ 

 

 

８．その他アピールポイント（任意） 

上記の他にアピールしたいことがあればご記入ください 

（エコ・多様性・楽しさ・福井らしさ、プラン作成の感想など自由記述） 

今回プランを考えるにあたり、経験のない私にとって最初は戸惑い苦労しました。「自分

たちにできること」からスタートし、最終的には「企業や他の人の力をかりてできるこ

と」までイメージを膨らませ、プランを広げることができたと思います。プラン制作を

進めるにつれ、このアイデアが実現化して、少しでも海洋ごみ削減につながれば、とい

う想いが日に日に強くなっていきました。みんなの力が合わされば、一歩づつ前進でき

る！社会を少しでも良くすることができる！そう感じることができたことが、一番の収

穫でした。 

 

 
※アクションプランシート（A4 サイズ）は６枚までにまとめて提出ください。 

※別途 添付資料がある場合はＡ４サイズ２枚までにまとめて提出ください。 

※最終審査会に進んだ場合、アクションプランシートを下地としたプレゼン用の資料（パワーポイントなど）を

制作いただきます。 


